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型の場合の方が多い。しかし，前述したように全鉄損は従
来型に比べてモジュラー型の方が約 15％小さい。この理由
は，モジュラー型の方が従来型より極数が少ないためと考
えられる。
次に，適用する電磁鋼板がステータ部鉄損に及ぼす影響

を Fig. 5に示す。0.20 mm厚の電磁鋼板（20JNEH1200）を
用いることで，鉄損はほぼ半減する。また，ステータ部鉄
損の変化は，高周波鉄損を代表するW10/400

12）の変化とほぼ
一致することが分かる。

4. ロータ磁石部・渦電流損の解析

4.1 ステータ起磁力波形の分布

ステータ起磁力波形は，Fig. 1に示した巻線配置を考慮
し，ティース部に巻線されたコイルの起磁力分布を矩形波
と仮定するとフーリエ級数の形で表現できる 13）。すなわち，
ステータ巻線を等価な電流シート（ 
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